
第４回目となったこの夏休み親子セミナーは、今年も大人気で、倍以上の応募者の中から抽選で子

ども３９名、大人２７名が参加して開催されました。

共催の佐賀県金融広報委員会から、佐賀県くらしの安全安心課の秀島さんが開会の挨拶をされま

した。

２０１１年度 第４回くらしのスキルアップセミナー

夏休み親子セミナー 銀行へ行こう！
講師 日本銀行 佐賀事務所長 田尻 隆士氏

佐賀銀行 人事企画部 野中 麻友子氏

◇ 日時 ２０１１年 ８月 １８日（木）10：00～12：00

◇ 会場 佐賀銀行本店

○ 共催 佐賀県金融広報委員会 ○協力 佐賀銀行

○ 参加者 親子２５組（子ども３９名、大人２７名）

した。

「日本銀行という銀行のことを知っていますか？」という問いかけから、日本銀行佐賀事務所の田尻

所長のお話は始まりました。○×クイズで楽しみながら、日本銀行の役割や紙幣の偽造対策などを

学びました。模擬紙幣の１億円を持った感想は、重いとい

う人もいれば、意外と軽かったという人も。子ども達には、

お金のことを学んだ証としてお金博士の「認定証」が手渡

されました。

佐賀銀行の野中さんからは、「１０円硬貨で４万円」の重

さを体験させてもらいました。「１万円札で１億円」よりずっ

と重くて、大人でも持ち上げるのは大変でした。次にお札

の数え方体験をしました。野中さんの札さばきは、手品で

も見ているかのようにあざやかでした。練習用模擬紙幣を使って全員で挑戦しました。なかなかお札

が広がらないのですが、上手な子どももいました。

最後に佐賀銀行の行内の見学をしました。子どもたちは銀行の内部に入れてもらい、硬貨を束にす

る機械などを見せてもらいました。地下の貸金庫室では、厚く大きな扉に驚いていました。また色々な

窓口を見ながら、銀行の仕事についての説明もありました。

佐賀銀行やコープからのお土産と日銀からのおこづかい帳入りの資料な

どを手に解散となりました。

アンケートでは、「普段は入れないところに入ったり、体験しながら学べて

よかった。」「大人も知らないことをたくさん聞けた。」と、好評でした。


